
                校長  工 藤 嘉 宏 
先週ᲫᲪ月Ძ日ŴᲬ日ƱᲬ日間実施いƨƠǇƠƨ参観日ƴƸŴ 

数多ƘƷ保護者Ʒ皆様ƴƝ来校いƨƩƖあǓƕƱうƝƟいǇƠƨŵ 

Წ学期ƸŴ持久走記録会ƴ始ǇǓŴ百ݤ大学ƱƷ交流Ŵထ探検Ŵ 

稲АǓ体験ƳƲŴ数多ƘƷ学習ƕ展開ƞǕŴ子ƲǋƨƪƷ学ƼǛ 

支えƯいƨƩいƯƓǓǇƢŵƲƷ活動ǋŴ地域Ʒ皆様ƱふǕ合い 

ƳƕǒŴ確ƔƳ学Ƽへ繋ƕƬƯいǔƱ強Ƙ感ơƯいǇƢŵ 

昨日ƸŴ神居ƷǓǜƝ農家ƞǜǛƓ招ƖƠƯŴᲭ࠰生Ʒ食育Ʒ 

授業Ǜ行いǇƠƨŵƓいƠいǓǜƝǛ食Ңƴ届ƚǔƨǊƴŴㄟ࠰ 

掛ƚƯǓǜƝǛ大Џƴ育ƯǔƝ苦労ƱǓǜƝへƷ愛情Ǜ感ơǔᲫ時間ưƠƨŵƜƷ授業Ʒ様

子Ƹ北海道新聞Ʊ読売新聞ƴ後日掲載ƞǕǔ予定ưƢŵǇƨ来週 10 月 18 日Ტ土Უ11Ჴ25

Ʒž旭川市民ニュヸǹſᲢ᳍᳎ＶᲣưǋ放送ƞǕǇƢŵ子ƲǋƨƪƷ日頃Ʒ活動ƕŴ保護者ヷ

地域ヷ市民Ʒ皆様ƴƓ伝えưƖǔƜƱǛŴƱƯǋうǕƠƘ思いǇƢŵ 

今月ᲬᲯ日Ტ土ᲣƸŴいǑいǑ学芸会本番ưƢŵ日頃Ʒ学習Ʒ成果ƱƻƨǉƖƴ取Ǔ組ǉ

姿ƴƝ期待ƘƩƞいŵ子ƲǋƨƪƷž実ǓſǛƓ届ƚƠǇƢŵ 
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実りの秋  学びの秋 

 Ძ学期Ʒ終業式ŴƜƷ学校ƩǑǓǛ通ơƯŴႇㄦ校時Ʒž校地内Ʒ車Ʒ乗Ǔ入ǕƴƭいƯſ

ƷƓ願いǛいƨƠǇƠƨŵ具体的ƴƸŴĬやǉǛ得Ƴい事情Ǜ除ƖŴႇㄦ校時Ʒ校地内へƷ

車Ʒ乗Ǔ入ǕǛ禁ഥƞƤƯいƨƩƘ ĭビック側Ʒദ門前Ʒ降車Ტ停車ᲣǛƓ控えいƨƩƘ 

ƜƷᲬ点ƴƭいƯƓ願いǛƞƤƯいƨƩいƨƱƜǖŴദ門前Ʒ停車Ŵ校地内Ʒ乗Ǔ入Ǖ共ƴ

Ɲ理解ǛいƨƩƖŴᲬ学期ƸŴǑǓܤ全Ƴႇㄦ校ǛƞƤƯいƨƩいƯƓǓǇƢŵႇㄦ校時ƴ

限ǒƣŴ交通ܤ全ƴƭƖǇƠƯƸŴ引ƖዓƖ全職員ư指ݰƠƯǇいǓǇƢŵ今後ǋƝң力Ʒ

ほƲŴǑǖƠƘƓ願いいƨƠǇƢŵ 

ƳƓŴႇ校ƴ不ܤƷあǔƓ子ƞǜŴǇƨŴそƷㆂƷ事情等ư校地内へƷ車Ʒ乗Ǔ入Ǖƕ必

要ƳƓ子ƞǜƴƭƖǇƠƯƸŴそƷ都度Ɠ知ǒƤƘƩƞいŵ別途ݣ応ƞƤƯいƨƩƖǇƢŵ 

 今࠰度ƔǒŴ通知表Ʒž学校Ɣǒ家庭へſƷ欄

ƸŴ1 ƴ࠰ 1 回ƱƳǓŴㄟ࠰Ǜ通ƠƯ総合的ƴ

Ɠ伝えƢǔƜƱƴいƨƠǇƠƨŵƜǕƸŴ永山

地区Ʒ近隣校ǋ同様ưƢŵƓ子ƞǜƷ様子ƴƭ

ƖǇƠƯƸŴ学校ƱƝ家庭Ʊƕ共通理解ƷǋƱŴ

ƠƬƔǓƱ連携ƠƳƕǒ子供Ʒ成長Ǜ支えƯい

ƘƜƱƕ重要Ʊ考えǇƢŵ7 月Ʊ 11 月Ʒ保護

者教育相談ǛǑǓㄟ層充実ƞƤŴƓ子ƞǜƷ学

習面や生活面Ǜƴ確実ƴ伝えǔƜƱǛ徹底ƠƯ

ǇいǓǇƢŵǇƨŴ࠯素ƔǒǋƝ家庭ƱƷ連携

Ǜ大ЏƠŴ何ƔあƬƨ場合Ʒ連絡Ǜㄠ寧ƴƞƤ

ƯいƨƩƖǇƢŵ引ƖዓƖŴƝ理解ƷほƲǑǖ

ƠƘƓ願いいƨƠǇƢŵ   

Ჳ月ᲫᲫ日(木)ŴᲯ 

 象ƴ非行防ഥݣ生Ǜ࠰

教室Ǜ実施ƠǇƠƨŵ 

内容Ƹ SNS Ʒ危険性 

ƴƭいƯưƢŵǹマホ 

ƸƱƯǋ便利ƳǋƷưƢƕŴ様々Ƴトラ

ブルƴ巻Ɩ込ǇǕǔ可能性ƷあǔǋƷ

ưƢŵž不適ЏƳဒ像Ǜ SNS ưƷ送信

ƢǔſƳƲƷトラブルƕႆ覚Ơƨ場合Ƹ

Ƣƙƴ警察Ʊ連携ƢǔƜƱƴƳƬƯい 

ǇƢŵƓ子ƞǜƱ 

十Ўƴ話Ơ合いŴ 

Ɲ家庭ưƠƬƔ 

ǓƱ管理ǛƓ願 

いいƨƠǇƢŵ 



 

 

 

 

 

 

 

ổỔ月行事予定 

学芸会当日Ʒ駐車場ƴ関ƢǔƓ願い 

 本校ưƸ駐車ǹペヸǹǛ十Ўƴ確保ưƖƳ

いƨǊŴ学芸会当日ƸŴㄥ川合同庁舎Ʒ駐車場

Ǜ借用Ơݣ応ƞƤƯいƨƩいƯƓǓǇƢŵ近

隣ǹヸパヸ及Ƽ永山中央公園Ʒ駐車場Ʒ利用

ƸŴ利用者様ƷƝ迷惑ƴƳǓǇƢƷưŴ絶ݣƴ

ƓやǊƘƩƞいŵ 

今回ƸŴ突然Ʒ草АǓݣ応ƸƳいƱいうƜ

ƱưƢƷưŴ赤ư囲Ƭƨ箇所Ǜ十Ўƴ使用ư

ƖǔƱ思いǇƢƕŴ当日Ʒ駐車場係等Ƹ未定

ưƢŵ保護者Ʒ皆様Ŵ相互ƴң力Ơ合いƳƕ

ǒŴܤ全ƴトラブルƳƘ利用ƠƯいƨƩƘƜ

ƱǛ願ƬƯいǇƢŵƝ理解ƱƝң力ǛǑǖƠ

ƘƓ願いいƨƠǇƢŵ 

 

がんばった持久走記録会  

持久走記録会ƴ向ƚƯ毎日練習ƴ励ǈ

頑張ƬƯƖƨ永山Ƭ子ƨƪŵ本番ưǋ練習

Ʒ成果Ǜႆ揮ưƖƨƱ思いǇƢŵ目的ƸŴ

体力Ǜ付ƚƯ強い体Ǜ作ƬƯいƘƜƱư

Ƣŵ今後ǋŴ縄跳ƼƳƲ様々Ƴ運動ƴ取Ǔ

組ǜư体力Ʒ向ㄥƴ努ǊǇƢŵ 

 

9 月 17 日Ტ水ᲣŴ永山ݱヷ永山東ݱヷ永山中Ʒ校長Ʊ

PTA 会長Ŵ旭川東警察署Ŵ市民委員会Ʒ方々ƳƲƴƓ集

ǇǓいƨƩƖŴ永山中央地区Ʒ交通ܤ全や生徒指ݰƴƭい

Ư話Ơ合いǇƠƨŵ児童ǻンタヸƷ方ƔǒŴݱ学生Ʒ利用

Ʒㆁ方ƴƭいƯžƓ菓子ƷƝǈǛ持ƪ帰ǔ等Ŵ利用Ʒㆁ方

Ǜ指ݰƠƯいƨƩƖƨいſƱいう要望ƕあǓǇƠƨŵǇƨ

警察Ʒ方ƔǒŴž自転車ưǋㄟ時停ഥǛܣǔƜƱſŴž歩道

Ʒ縁石Ǜ歩ƔƳいƜƱſƴƭいƯ子供ƨƪƴ指ݰƠƯほƠ

いƱいうƓ願いƕあǓǇƠƨŵ学校ưǋዒዓƠƯ指ݰƠƯ

ǇいǓǇƢŵƝ家庭ưǋŴ交通ܤ全ǛƸơǊƱƢǔ様々Ƴ

ルヸル等ŴƓ子ƞǜƱ話Ơ合ƬƯいƨƩƖƨいƱ思いǇƢ 

  

家庭科ƷミシンǛ使う 

授業ƴƓいƯŴ保護者Ʒ 

皆様ƴボランテǣǢưƓ 

手伝いいƨƩいƯいǇƢŵ 

本当ƴあǓƕƱうƝƟい 

ǇƢŵ今後ƱǋǑǖƠƘ 

Ɠ願いいƨƠǇƢŵ 

日 曜 学　校　行　事

1 水 参観日ᲢᲮ～Ჰ࠰Უ 交通ܤ全街頭指ݰųܤ全点検日

2 木 参観日ᲢᲫ～Ჭ࠰Უ

3 金 クラブᲱᲢ最終Უ

4 土

5 日

6 月 Ფ

7 火 旭川市教育研究大会Ტ臨時休業日Უ

8 水 校内委員会Ჭ

9 木

10 金 全校集会ĭų委員会Ჰų全学࠰Ƙơ実施

11 土

12 日

13 月 ǹポヸツƷ日

14 火 生活リǺムチェックシヸト期間2画日Ǉư

15 水 実行委員会Ĭų諸費振替日

16 木 体育館開放停ഥ25日Ǉư

17 金

18 土

19 日

20 月 Ფ

21 火 実行委員会ĭ

22 水 児童公開日ų生活リǺムチェックシヸト回収

23 木

24 金 実行委員会Įų前日準備

25 学芸会ų後片付ƚ

26 日

27 月 振替休業日ų諸費振替予備日

28 火

29 水

30 木

31 金

土



A よく当てはまる B やや当てはまる C あまり当てはまらない D 当てはまらない

32 

48 

48 

43 

18 

7 

2 

2 

保 護 者

児 童

自分から進んで学習に向かうことができた

29 

47 

56 

39 

13 

12 

2 

2 

保 護 者

児 童

自分の考えや思いをいろいろな形で表現することができた

34 

62 

54 

28 

11 

7 

0 

2 

保 護 者

児 童

礼儀正しく挨拶することができた

28 

62 

61 

30 

11 

6 

1 

2 

保 護 者

児 童

友達や他の人を思いやり、協力して行動できた

53 

68 

41 

24 

6 

6 

0 

2 

保 護 者

児 童

自他の健康や生命を大切にすることができた

53 

67 

27 

25 

18 

6 

2 

2 

保 護 者

児 童

進んで運動することができた

児童・保護者アンケートの結果をおしらせします
忙しい中、回答いただきありがとうございました。

児童と保護者のアンケート結果を並べてまとめます。

☆ 四捨五入して％を出しているため、合計が１００にならないことがあります。

A よく当てはまる B やや当てはまる C あまり当てはまらない D 当てはまらない



A よく当てはまる B やや当てはまる C あまり当てはまらない D 当てはまらない

＜結果から＞

★「自分から進んで学習に向かうことができた」について

・課題解決に向けて意欲的に学び向かおうという意識をもっている児童が多いことがわかります。児

童の意欲がさらに高まるよう、これからも「わかる」「楽しい」授業を目指します。また、学力テス

ト等の結果分析を通して、児童の傾向や弱点を明確にして、授業改善を図ります。

・家庭学習のよい取組を学級に掲示して児童に手本を示したり、学級通信や保護者教育相談を通して

発信したりするなど、自主的に学びに向かえるよう工夫をしていきます。

★「自分の考えや思いをいろいろな形で表現することができた」

・自分の考えや思いを言葉や文章、作品に表すなど、表現する機会を大切にして取り組んできた児童

が多いことがわかります。継続して指導していくと同時に、表現したものを互いに伝え合い、学びを

さらに深めていけるよう指導の充実を図ります。

・思いや考えを表現し伝え合う場面を、参観日や行事等で保護者の皆様に発信して、お子さんの

学びの成果が伝えられるよう工夫していきます。

★「礼儀正しく挨拶することができた」

・児童、保護者共に挨拶の意識の高まりが実感できる数値となりました。これからも児童会活動

に挨拶の取組を取り入れたり、教職員が手本となるような姿を見せたりするなど、気持ちの伝わ

る挨拶の励行に向けて粘り強く取り組んでいきます。

★「友達や他の人を思いやり、協力して行動できた」

・学校生活の様々な場面において、友達と協力したり、助け合ったりするなど、子どもたちは他

者意識をもって行動できるようになってきました。今後も、参観日や行事等で、お子さんが力を

合わせて目標に向かって進んでいく姿をお見せできるよう取り組んでいきます。

・相手がどんな気持ちになるのかをよく考えない言動や行動、公園や周辺施設において、他の利

用者の方への配慮が足りない行動が見られます。道徳の授業を軸として、他者意識の高まりを目

指し、粘り強く取り組んでいきます。

★「自他の健康や生命を大切にすることができた」

・肯定的評価（A＋B）が、児童、保護者共に90％を超えていることから、児童は、命を大切に

しようとする意識して生活していることが分かります。引き続き、道徳の学習や交通安全、防犯

に関わる指導、感染症対策に関わる指導等を通して生命を大切にする気持ちを育んでいけたらを

思います。

★「進んで運動することができた」

・体育の学習や運動会の取組を中心として、積極的に運動しようとする意識が育っています。ま

た、休み時間も体を動かして遊ぶ児童の姿が多く見られます。

・体力テストの結果を分析して、児童の傾向を明確にして、体力作りの視点から授業改善を図り

ます。また、ご家庭での体力作りのきっかけとなるように、その取組の様子を学年・学級通信で

の発信するなど、工夫していきます。


